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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第73期

第１四半期累計期間
第74期

第１四半期累計期間
第73期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年６月30日

自 2019年４月１日
至 2019年６月30日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 (千円) 2,070,305 2,291,613 10,747,758

経常利益又は経常損失（△） (千円) △135,948 △78,147 90,889

当期純利益又は四半期純損失（△） (千円) △96,640 △57,085 46,757

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) － － －

資本金 (千円) 570,000 570,000 570,000

発行済株式総数 (株) 7,200,000 7,200,000 7,200,000

純資産額 (千円) 4,683,907 4,573,232 4,735,643

総資産額 (千円) 11,347,080 11,239,238 11,772,496

１株当たり当期純利益又は四半期純
損失（△）

(円) △13.59 △8.03 6.58

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － 10.00

自己資本比率 (％) 41.3 40.7 40.2
 

(注) １. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前事業

年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(１) 財政状態

（総資産）

総資産は、前事業年度末に比べて５億33百万円減少し、112億39百万円となりました。

（流動資産）

流動資産は、前事業年度末に比べて５億79百万円減少し、67億21百万円となりました。

これは、主として受取手形及び売掛金が７億４百万円減少、電子記録債権が１億33百万円増加したことなどによ

るものです。

（固定資産）

固定資産は、前事業年度末に比べて46百万円増加し、45億17百万円となりました。

これは、主として有形固定資産が73百万円増加、無形固定資産が24百万円増加、投資その他の資産が51百万円減

少したことによるものです。

（流動負債）

流動負債は、前事業年度末に比べて１億93百万円減少し、47億92百万円となりました。

これは、主として電子記録債務が１億93百万円減少、支払手形及び買掛金が１億16百万円減少したものの、その

他が２億29百万円増加したことなどによるものです。

（固定負債）

固定負債は、前事業年度末に比べて１億76百万円減少し、18億73百万円となりました。

これは、主として長期借入金が１億20百万円減少したことなどによるものです。

（純資産）

純資産は、前事業年度末に比べて１億62百万円減少し、45億73百万円となりました。

これは、主として利益剰余金が１億28百万円減少したことなどによるものです。

この結果、当第１四半期会計期間末の自己資本比率は40.7％となりました。

 

(２) 経営成績

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績や雇用環境の改善等を背景に、引続き緩やかな回

復基調で推移しましたが、米中貿易摩擦や英国のＥＵ離脱問題など、海外の政治、経済情勢の不確実性等の影響が

懸念され、依然として先行き不透明な状況にあります。

このような事業環境の中、主要顧客である製造業を中心に、呼吸用保護具全般の受注が堅調に推移したことか

ら、売上高は前年同四半期比10.7％増の22億91百万円となりました。

一方、利益面では、売上増加の影響に加え、外注加工費等の製造経費減少効果から、売上総利益は前年同四半期

比11.2％増の６億77百万円となりました。

販売費及び一般管理費は、売上増加に伴う人件費、諸経費の増加により、前年同四半期比1.8％増の７億64百万円

となりました。

以上の結果、営業損失は、87百万円（前年同四半期は営業損失１億42百万円）、経常損失は、78百万円（前年同

四半期は経常損失１億35百万円）、四半期純損失は、57百万円（前年同四半期は四半期純損失96百万円）となりま

した。

 
(３) 研究開発活動

当第１四半期累計期間の研究開発費の総額は93百万円であります。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2019年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,200,000 7,200,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

 （スタンダード）

単元株式数は100株でありま
す。

計 7,200,000 7,200,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2019年６月30日 ─ 7,200,000 ─ 570,000 ─ 272,577
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)
普通株式 88,600

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

71,070 ―
7,107,000

単元未満株式
普通株式

― ―
4,400

発行済株式総数 7,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 71,070 ―
 

(注)　１「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権10個)含ま

れております。

２ 単元未満株式数には当社所有の自己株式６株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2019年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社重松製作所

東京都北区西ケ原１－26－１ 88,600 ― 88,600 1.23

計 ― 88,600 ― 88,600 1.23
 

　　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(2019年４月１日から2019年６月

30日まで)及び第１四半期累計期間(2019年４月１日から2019年６月30日まで)に係る四半期財務諸表について、アーク

有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　なお、明治アーク監査法人は、2019年７月１日をもって有限責任監査法人に移行したことにより、名称をアーク有

限責任監査法人に変更しております。

 
３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2019年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,353,517 1,299,042

  受取手形及び売掛金 ※２  2,547,746 1,842,777

  電子記録債権 429,561 563,365

  商品及び製品 1,814,987 1,792,948

  仕掛品 481,563 466,083

  原材料及び貯蔵品 625,882 691,121

  その他 48,559 66,521

  貸倒引当金 △49 △43

  流動資産合計 7,301,768 6,721,817

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 1,330,931 1,380,102

   その他 2,124,809 2,149,506

   有形固定資産合計 3,455,741 3,529,609

  無形固定資産 85,460 110,240

  投資その他の資産 929,526 877,571

  固定資産合計 4,470,727 4,517,420

 資産合計 11,772,496 11,239,238

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 ※２  791,538 ※２  674,777

  電子記録債務 ※２  1,908,772 ※２  1,714,994

  短期借入金 1,200,000 1,200,000

  1年内返済予定の長期借入金 550,000 520,000

  賞与引当金 148,513 65,562

  その他 387,639 617,147

  流動負債合計 4,986,463 4,792,481

 固定負債   

  長期借入金 1,340,000 1,220,000

  退職給付引当金 202,760 196,322

  その他 507,628 457,201

  固定負債合計 2,050,388 1,873,523

 負債合計 7,036,852 6,666,005

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 570,000 570,000

  資本剰余金 272,577 272,577

  利益剰余金 3,431,604 3,303,405

  自己株式 △56,938 △56,938

  株主資本合計 4,217,243 4,089,044

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 518,399 484,188

  評価・換算差額等合計 518,399 484,188

 純資産合計 4,735,643 4,573,232

負債純資産合計 11,772,496 11,239,238
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(2) 【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 2,070,305 2,291,613

売上原価 1,460,953 1,614,128

売上総利益 609,352 677,485

販売費及び一般管理費 751,773 764,983

営業損失（△） △142,420 △87,498

営業外収益   

 受取利息 79 66

 受取配当金 8,493 9,495

 受取ロイヤリティー 10,861 8,798

 その他 3,424 3,062

 営業外収益合計 22,858 21,424

営業外費用   

 支払利息 4,064 3,639

 売上割引 6,644 6,879

 為替差損 3,975 －

 その他 1,701 1,555

 営業外費用合計 16,385 12,073

経常損失（△） △135,948 △78,147

特別損失   

 固定資産除却損 13 921

 特別損失合計 13 921

税引前四半期純損失（△） △135,961 △79,068

法人税、住民税及び事業税 1,449 1,967

法人税等調整額 △40,771 △23,950

法人税等合計 △39,321 △21,983

四半期純損失（△） △96,640 △57,085
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

１　受取手形割引高

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2019年６月30日)

受取手形割引高 1,369,481千円 1,326,872千円
 

 
※２ 期末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、期末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

 

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当第１四半期会計期間
(2019年６月30日)

受取手形 202千円 ―千円

支払手形 5,177千円 3,654千円

電子記録債務 208,323千円 270,124千円
 

 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

前第１四半期累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

減価償却費 128,430千円 112,754千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 2018年４月１日 至 2018年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日
定時株主総会

普通株式 71,114 10.00 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

当第１四半期累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 71,113 10.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、労働安全衛生保護具の製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期累計期間
(自 2018年４月１日
至 2018年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年６月30日)

(1) １株当たり四半期純損失（△） △13円59銭 △８円03銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純損失（△）(千円) △96,640 △57,085

    普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純損失（△）(千円) △96,640 △57,085

    普通株式の期中平均株式数(千株) 7,111 7,111
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2019年８月９日

 

株式会社　重松製作所

取締役会　御中

　

アーク有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 二階堂　博文 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 徳永　剛 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社重松製

作所の2019年４月１日から2020年３月31日までの第74期事業年度の第１四半期会計期間（2019年４月１日から2019年６

月30日まで）及び第１四半期累計期間（2019年４月１日から2019年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社重松製作所の2019年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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